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我々は、超流動3He-B相中での横波音響インピーダンス測定を行うことにより表面アン

ドレーエフ束縛状態の存在とその詳細を明らかにしてきた。異方的超伝導体・超流動体で

は、表面が大きな対破壊効果を持ち、表面近傍で秩序変数が大きく抑制されることが知ら

れている。その空間変化する秩序変数により準粒子が束縛され、表面近傍に低エネルギー

準粒子状態が生じる。これが表面アンドレーエフ束縛状態（SABS）であり、異方的超伝
導体・超流動体に固有な表面状態である。SABSは表面の鏡面度Sに強く依存し、Sが有限
の値を持つとき、線形分散関係を持つことがわかってきた。また近年、超流動3He-B相の
SABSは粒子と反粒子が等価であるというマヨラナ条件を満たすことが示され、この分散
関係はマヨラナコーンと呼ばれる。 
横波音響インピーダンス測定は表面状態密

度の分光的情報を捉える唯一の実験手段であ

り、表面のSは4Heをコートすることで制御す
ることができる。我々はS=0のdiffusiveな時に
は見られない、Sが大きくなるにつれ成長する
新たなピークを観測した。この新たなピーク

はマヨラナコーンに起因するものであり、表

面マヨラナフェルミオンの実験的観測を示す

ものである。	 
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Fig; Experimentally observed transverse  

acoustic impedance Z as a function of the 

acoustic energy scaled to the superfluid gap. 


